
第２６回（平成２３年度）佐賀大学農学部同窓会通常

総会が平成２３年６月１１日、農学部大講義室で開催さ

れました。来賓として大分県支部から衛藤靖之（Ｓ

５５年卒・育種）さんのご臨席を賜りました。熊本県
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農学部同窓会・会長（金丸安隆）

佐賀大学・学長（佛淵孝夫）

佐賀大学 管弦楽団
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支部からもご臨席の予定でしたが、当日の大雨によ

る交通事情で叶えられませんでした。

今回は佐賀県内各支部はじめ、近隣の福岡県、長

崎県の同窓生諸氏約９０名の出席がありました。総会

は、金丸安隆（Ｓ４３年卒・畜産）会長のあいさつ、

物故者追悼の後、議長に石川冨美夫（Ｓ４８年卒・作

物）を選出し、事務局から平成２２年度事業・収支決

算、平成２３年度事業計画・収支予算などの報告、こ

れに対する質疑応答、採決を経て承認されました。

なお、詳細は次ページをご覧ください。

総会終了後には、佐賀大学 佛淵孝夫学長による

「佐賀大学の今とこれから」と題する約一時間の講

話を頂きました。ご専門の股関節治療の最前線、独

立法人移行後の魅力ある佐賀大学運営、旧正門前へ

の美術館創設構想などを静聴し、多くの質問もあり

有意義でした。

その後、佐賀大学在校生のサークル「佐賀大学管

弦楽団」６人による弦楽四重奏を楽しむことが出来

ました。

総会終了後は学内の「かささぎホール」で懇親会

を開催、佛淵学長はじめ本部及び各学部同窓会の来

賓、同窓生諸氏約８０人が参加されました。特に不知

火寮歌「南に遠く」の巻頭言と歌、輪になって会場

を踊る光景は圧巻で、学生歌「楠の葉の」の斉唱、

最後は野口好啓（Ｓ４１年卒・畜産）氏による来年の

再会を祈念して、全てが盛会のうちに今年度の通常

総会を閉じました。

総会後の講話、学生サークルの出演は今回が初め

ての企画でしたが、好評でしたので次回も実施され

る予定です。来年度の通常総会については後日通知

されますので、今年以上の参加を願っています。

佐賀大学公開シンポジウム
平成２３年６月１１日、同窓会通常総会前の１３～１５時に農学部大講義室で「平成２２年度佐賀大学農学部部局長裁

量経費事業成果報告会、佐賀大学公開シンポジウム」が開催されました。大学関係者、同窓生、高校生や市民

など約１５０名で会場は満席となる盛会でした。今回のメインテーマは「ゲノムパワーでできる 強くて優しい

野菜たち」、３名の先生方の演題は次のとおりでした。

鈴木 章弘
�
�
�
作物生態生理学分野・
准教授

�
�
�

地球に優しい
マメ科作物を
つくる

野瀬 昭博
�
�
�
熱帯作物改良学分野・
教授

�
�
�

雑草は何故
ストレスに強いのか？
－サステイナブルクロップ・

モデルを考える－

一色 史郎
�
�
�
蔬菜花卉園芸学分野・
教授

�
�
�

野生植物を
使って新しい
ナスをつくる
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事業報告

収支決算

科 目 ２２年度実績
前年度繰越金 １，５１６，２３１
会 費 ４，４０９，０００

学生（新入生） ３，３６６，０００
一般会員 １，０４３，０００

雑 収 入 ６７，８８５
特別会計戻入 ０

計 ５，９９３，１１６

科 目 ２２年度実績
事 務 費 ８０９，２８１
会 議 費 ４７９，４８４
事 業 費 ７８０，８０７
組織強化費 ２１２，９１０
全学同窓会負担金 ２，０１９，６００
特別会計への繰出金 ９０１，５００

新入生入会金 ７６，５００
会費平準化準備金 ８２５，０００

予 備 費 ０
計 ５，２０３，５８２

【支出の部】

科 目 ２２年度実績
前年度繰越金 １４，１５６，８４０

一 般 分 ａ ９，１０９，８６６
会費平準化準備金 ｂ ５，０４６，９７４

入 会 金 ｃ ７６，５００
会費平準化準備金 ｄ ８２５，０００
雑 収 入 ｅ ７，８７１

計 １５，０６６，２１１
一般分（ａ＋ｃ＋ｅ） ９，１８９，７５１
会費平準化準備金（ｂ＋ｄ＋ｅ） ５，８７６，４６０

※支出はなく全額次年度へ繰越

監査報告

事業計画

収支予算

科 目 ２３年度予算
前年度繰越金 ７８９，５３４
会 費 ４，７７４，０００

学生（新入生） ３，６７４，０００
一般会員 １，１００，０００

雑 収 入 ２０１，４６６
特別会計戻入 １，０００，０００

計 ６，７６５，０００

科 目 ２３年度予算
事 務 費 １，０１７，０００
会 議 費 ５８０，０００
事 業 費 １，３００，０００
組織強化費 ５２０，０００
全学同窓会負担金 ２，２０４，４００
特別会計への繰出金 ９８３，５００

学生入会金 ８３，５００
会費平準化準備金 ９００，０００

予 備 費 １６０，１００
計 ６，７６５，０００

科 目 ２３年度予算
前年度繰越金 １５，０６６，２１１

一 般 分 ａ ９，１８９，７５１
会費平準化準備金 ｂ ５，８７６，４６０

入 会 金 ｃ ８３，５００
会費平準化準備金 ｄ ９００，０００
雑 収 入 ｅ ３，２８９

計 １６，０５３，０００
一般分（ａ＋ｃ＋ｅ） ９，２７６，５４０
会費平準化準備金（ｂ＋ｄ） ６，７７６，４６０

科 目 ２３年度予算
繰 出 金 １，０００，０００

【支出の部】

※一般会計に繰り入れ

平成２２年度事業報告及び収支決算

次の事業を実施し、円滑な同窓会活動に努めました。
� 大学と同窓会との意見交換会の開催。
� 会報「ありあけ」６、７号を発行・配布。
� 大学主催のキャリアデザイン講座や就職ガイダ
ンスの講師として会員を派遣。

� 農学部・全学同窓会支部への支援活動。

� 一般会計（Ｈ２２．４．１～Ｈ２３．３．３１） 単位：円

【収入の部】

〔差引残〕
（収入）５，９９３，１１６円－（支出）５，２０３，５８２円＝

７８９，５３４円 （次年度繰越金）
� 特別会計 （Ｈ２２．４．１～Ｈ２３．３．３１） 単位：円

【収入の部】

平成２２年度分の会計監査を実施したところ、会計
諸帳簿及び証拠書類、預金通帳等いずれも適切に処
理されていたことを認めます。

平成２３年６月１１日
監事 山口 郁夫
監事 溝口 善紀

平成２３年度事業計画及び収支予算

同窓会活動の活性化を図るため、会報の発行によ

る情報提供や、意見交換会の開催など大学と連携し

た取組みを行います。

� 会報「ありあけ」（８号、９号）の発行・配布。

� 大学と同窓会との意見交換会の開催。

� 同窓会支部活動に対する助成。

� 農業技術経営管理士（農業版MOT）養成の取

組への協力支援。

� 会員の住所等異動状況調査の実施。

� 一般会計（Ｈ２３．４．１～Ｈ２４．３．３１） 単位：円

【収入の部】

【支出の部】

� 特別会計（Ｈ２３．４．１～Ｈ２４．３．３１） 単位：円

【収入の部】
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シリーズ�
生物環境科学科 農業生産機械学研究室

本研究室は、農業土木学科の農業機械学研究

室として誕生し、昭和４０年から今に至るまで１００

名を超える卒業生を排出してきました。担当教

員（官）については歴代の田中栄三郎先生、藤

木徳実先生、松尾隆明先生、および稲葉繁樹先

生に加え、本年度より岩手大学より広間達夫先

生をお迎えしました。

途中、藤木徳実先生は九州大学から赴任され

た内田進先生と生産システム情報学研究室を立

ち上げられ、異なる研究室となりました。しか

し、これら二つの研究室では共同で様々な研究

に取り組みました。現在、この研究室は北垣浩

志先生に引きつがれています。

農業生産機械学研究室では、田中栄三郎先生

から松尾先生に至るまで、農業機械について

様々な研究を行っていました。その流れを引き

継ぐように、現在においても広間先生において

は土と車輪との関連性、稲葉先生においてはゴ

ム履帯走行装置における振動解析などの農業車

両関連のテーマについて研究を行っています。

また、近年の情報機器の発達や農業を囲む社会

情勢から、農業における情報管理についても取

り組みを行いつつあり、IT機器を駆使した麦

やコメについての新たな品質分析法についても

研究に取り組んでいます。研究室での教育では、

従来から行われてきた機械・工具に関する実習

に加え、最新機器による穀物の分析や IT関連

の技術習得にも取り組んでいます。

平成２３年度のメンバーは、教員２名・大学院

生２名・学部生１２名となっており、日々研鑽を

積んでいます。

広間先生

収穫作業中の稲葉先生と学生

平成２１年度 卒業式当日 生産システム情報学研究室とともに

佐賀大学農学部同窓会報 ありあけ 第９号
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静寂な自然と仏の国 ブータン
高木 胖（Ｓ３６年卒・育種）

佐賀大学にミカン亜科植物の膨大なコレクション
があるのをご存知でしょうか。信州大学はナシとリ
ンゴ、岡山大学はオオムギ、横浜市立大学はコムギ、
国立遺伝学研究所はイネ、それぞれに遺伝資源保存
事業があり、佐賀大学農学部果樹園芸学研究室には
カンキツ類の野生種と栽培種を含む１科・２亜科・
２２属・３３９種、約７００個体が保存されていて（佐賀大
学植物遺伝資源 検索）、世界有数の規模です。
アジア大陸にインド大陸がぶつかって８，０００�超

級のヒマラヤ山脈ができ、亜熱帯に高さという環境
ができ、多くの植物種が適応してきました。カンキ
ツ類の遺伝資源の探索が松本亮司教授（果樹育種
学）により組織され、２００７年９月にブータンに行っ
てきました。

タイのスワンナ
プーム空港を出発
すると、ブルーを
基調とした赤とオ
レンジに変化する
アンダマン海を横
切ってベンガル湾
に入ります。バン
グラデシュは一面

の大洪水です。木々と家とが連なっており、かろう
じて「人の住む陸地」があることが判ります。ブー
タン航空（Druk Air）はゼット音を高く、低くしな
がらヒマラヤ山塊へ向かって進みます。山肌に接せ
んばかりになり、滑走路が見えたと思ったらパロ空
港に到着です。
ブータン王国（Kingdom of Bhutan）は１００�から

７，５００�の高さにあり、山また山、ここは中尾佐助
の言う照葉樹林地帯であり（ヒマラヤ山麓～雲南～
江南～台湾～日本）、四季のあるモンスーン気候、
人の生活と仏教文化は日本の農村を思わせ、郷愁を
誘います。
東部、タシガン県（Trashigang）にはブータン唯

一の大学シェルブッツェ・カレッジ（Royal Univer-
sity of Bhutan）があります。男子学生は民族衣装の
「ゴ」を女子学生は「キラ」を着けており、日本の
明治・大正の風景に似ています。この辺りは１，０００
�の高さで、木々が開けたところにレモングラスと
大麻草の群落を見ながら山を登ります。東部農業試
験場カンマサブセンター（２，１００�）に着いた頃に

は日は西に傾き、渓谷は赤橙
色に染まり深い青のコントラ
ストの中にあります。遠くに
「川」が大きく蛇行して輝き
山々が連なって、ブータンで
も一番と言われる景色です。
時は過ぎ山並みはさらに濃く
暗くなり男女が歌を交わすで
あろう「歌垣」の雰囲気です。
お寺さん（Dzong）には仏様がいて、巨木の森には
木霊、祖霊、神霊がいて談笑しているかのような、
夜は深い静けさの中にあります。
ブータンは九州と同じ広さであり約７０万人が住み、
人口の９０％が自給的な農業を（農地率２．２％）国土
の７０％以上が森林です。冬から夏にかけてはオオム
ギ、春から秋はイネ、ジャガイモ、トウモロコシ、
高地ではソバを作って、牛、そしてヤク牛を飼って
います。土地が少ないことから女系社会が形成され
ていて女性の家に男性が通う「夜這い・妻問婚」が
成立します。自家用の酒アラがあり（特殊な植物に
着生する菌をたね麹とし、主にトウモロコシから
作った蒸留酒）男女の区別なく飲みます。村の「よ
ろず食べ物屋」では女主人が店の切り盛りをしてお
り夫である男性は赤ん坊を背負って働いていました。
稼ぎの悪い男性は簡単に戦力外通告を受けるとか、
兄弟姉妹間で父親を異にするケースもあり「ブータ
ンの作男」は昼も夜もマメに働いています。
遺伝資源の探索に関しては、小さな果実のカキと
ナシがジャングルにそして農家の庭にあり、「野生
種？から栽培種に移行する」の多様な変化が見られ
ました。収集した野生種はポンカンの一種であり種
子がギッシリと詰まっています。遺伝資源は国の貴
重な財産であることから簡単に国外に持ち出すこと
は出来ません。
ブータンは国民総生産（GNP）に代る国民総幸福

量（GNH）の概念と、さまざまな環境政策、伝統
文化保持に由来するスローライフがあり、「あなた
は今幸せですか」の問いに対して９０％以上が今の生
活に満足していると答えています。日本は世界幸福
度ランキングの９０位にあり（ブータンは８位）、「幸
せとは何なのか？」が問われることになります。

ミカンの野生種

タクッァン僧院（パロ ３，０７０�）

巨大な樹の下で
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同窓生諸氏がそれぞれの職場でご活躍されて

いますが、今回は水稲「さがびより」を育成さ

れた佐賀県農業試験研究センター作物部長 広

田雄二氏からの寄稿です。

水稲「さがびより」の育成

佐賀県農業試験研究センターが稲の育種を開始し

たのは、昭和６３年である。この頃は「コシヒカリ」

のようなおいしい米でなければ売れないという時代

であり、佐賀県全域で「コシヒカリ」の導入を試み

たが、地力の高い平坦部では倒伏による収量、品質

の不安定さは避けられなかった。そこで、佐大と共

同で‘短稈コシ’と呼ばれた「佐賀１号（商品名：

ぴかいち）」を平成３年に世に送り出し、平坦部で

も食味の良い米を栽培することを可能とした。

同じ頃、国の育種指定試験地である宮崎県農総試

では、「コシヒカリ」を育種材料とし「ヒノヒカリ」

を育成した。この「ヒノヒカリ」は‘作り易さ’と

‘食味の良さ’で瞬く間に九州全域で栽培され、佐

賀県でも作付全体の半分を占めるまでに至った。

「さがびより」の交配は平成１０年であり、この頃

は中生の「ヒノヒカリ」の全盛期である。これまで

も中生に育種目標として良質、多収、良食味を掲げ

育種に取り組んできたが、「ヒノヒカリ」に替われ

るようなものは出てこなかった。早生や晩生では本

県育成品種を奨励品種とすることが出来たが、中生

では「ヒノヒカリ」という壁が大きく立ちはだかっ

ていた。そこで「さがびより」については、「ヒノ

ヒカリ」以上の収量、品質に加え、「コシヒカリ」

のような粘りの強さと、粒が大きく味が良い「朝日」

由来のおいしさを併せ持つ食味性を育種目標とした。

ところが、平成１４年頃より「ヒノヒカリ」の収量、

品質が低下し、その要因が地球温暖化による登熟期

間の高温化によるところが大きいということが分

かってきた。そこで、選抜に高温登熟性を加え、あ

えて慣行より１ヶ月早く移植を行い、出穂を早める

ことで登熟期間を高温とし、その条件下で収量、品

質の低下が少ないものを選抜した。その結果、育成

された「さがびより」は「ヒノヒカリ」より収量、

品質に加え高温登熟性にも優れた。

「さがびより」は平成２１年より奨励品種として県

内１，５２０haで栽培が開始され、翌年は約３倍の４，３６０

haに拡大した。初年目の作付面積は異例の広さで

あるが、その拡大も異例の速さであり、期待の大き

さが窺えられる。平成２１年はやや低温年であったた

め収量、品質とも目標をほぼ

達成できたが、翌２２年は逆の

例年にない高温年次となり、

収量、品質の低下が懸念され

た。しかし、思った以上に収

量、品質の低下は少なく、日

本穀物検定協会による「米の

食味ランキング」で“特Ａ”

という高い評価を得ることも

でき、育成者の一人として

ほっと胸をなでおろすことが

できた。

今後はこの“特Ａ”を維持

していくことが課題である。

広田 雄二（Ｓ５８年卒・農学・熱作、

Ｓ６０・大学院・修士課程修了）たわわに実った「さがびより」
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佐賀県支部の総会

農学部同窓会佐賀県支部は、５月２６日に佐賀市内

の「グランデはがくれ」において、平成２３年度の総

会を開催しました。当日は、会員８８名のうち１７名が

参加し、来賓として農学部の藤田修二学部長、当会

員で農学部同窓会の金丸安隆（Ｓ４３卒・畜産）会長

にご出席頂きました。

総会では、物故者への黙祷後、加々良光彦（Ｓ３７

卒・農業土木）支部長が挨拶を行い、来賓の藤田修

二学部長と金丸安隆会長より、農学部及び同窓会の

近況等についてお話を頂きました。事業、会計報告

などに続いて、新入会員４名の紹介がありました。

懇親会は、宮原和夫（Ｓ２８・保護）氏の乾杯の音

頭により始まりました。出席者は、昭和２８年卒の先

輩から４６年卒の我々青年まで、幅広い年代に亘り、

大学の大きな変化や同窓会の動き、自分の近況など

の話題で大いに盛り上がって、楽しい時間を過ごす

事が出来ました。

佐賀県支部は、平成２０年２月１日に発足したばか

りであり、組織の強化を図るとともに、大学主催の

シンポジウムや同窓会本部の総会などにも、積極的

に参加できるよう努力したいと思います。

「我等の佐大」のため、皆で激しく頑張りましょ

う！

牛草 寛志（Ｓ４６年卒・干拓水工）

佐賀県教職員支部定期総会開催について
平成２３年度の佐賀県教職員支部定期総会を１０月１５

日�、佐賀市の「グランデはがくれ」にて開催しま

した。

当日は会員２１名が参加しました。また、来賓とし

て、農学部同窓会本部の金丸安隆会長（元唐津南高

校校長）にご出席いただき農学部同窓会の近況等に

ついてお話をいただきました。その中で、佐賀大学

に隣接した道路の拡張工事も終了したことから、正

門の整備とあわせて美術館建設計画があるとの報告

がありました。建設にあたっては同窓会員からも寄

付を募ることから、是非とも協力をお願いしたいと

の依頼がなされました。その後、水田和彦支部長（神

埼清明高校長）のあいさつが行われ議事へと進みま

した。

議事では、事業報告、会計報告並びに監査報告が

なされ問題なく承認されました。なお、役員につい

ては２年間の任期であったことから今年度の改選は

ありませんでした。

総会に引き続き開催した懇親会も和やかに開催す

ることができました。参加いただいた金丸会長並び

に会員のみなさま、ありがとうございました。今年

残念ながら参加いただけなかった会員のみなさまに

も、来年は是非参加していただきたいとの思いをこ

の紙面を借りお伝えし報告といたします。
佐賀県教職員支部 幹事長 大坪 正幸（Ｓ５９年卒・農経）

佐賀県庁支部の総会開催
佐賀県庁支部では、９月２日に佐賀市内「グラン

デはがくれ」で平成２３年度の総会を開催いたしまし

た。参加者は４１名（全会員２１７名）と、ちょっと少

なかったのが残念でした。また、来賓として、農学

部同窓会長の金丸安隆氏に出席いただき、佐賀大学

での美術館建設計画など新たな動きについてのご報

告をしていただきました。

平成２３年度の新入会員は、鶴田裕美さん（工業技

術センター）、仲原賢一さん（東松浦農業改良普及
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センター）、山田祥子さん（環境センター）、田中温

子さん（地球温暖化対策課）の４人です。

このところ、佐賀大学農学部出身者の入庁が少な

くなってきています。県庁の採用者数も減少してい

るのでしょうが、やはり採用試験での競争率が高く

なってきているのが、原因の一つなのかと推察され

ます。しかし、その状況を潜り抜けて合格し、採用

されたのですから優秀な方ばかりであると思われま

す。是非、これからの佐賀県のために頑張ってくだ

さい。

総会終了後の懇親会では、お酒も強い方ばかりな

ので、数の少なさなど吹き飛ばして、議論花盛りと

なりました。この元気さと熱心さがあれば、まだま

だ、佐賀県は大丈夫です。
佐賀県庁支部 副支部長 山口 誠治（Ｓ５２年卒・干拓）

熊本県庁支部
熊本県庁佐賀大学農学部同窓会の平成２３年度総会

を、７月２２日に熊本ワシントンプラザホテルで行い

ました。大田黒慎一会長（Ｓ５０年卒・果樹）の挨拶

の後、同窓会本部からご臨席いただいた金丸会長と

白武教授に、同窓会本部の近況等を交えたご挨拶を

頂きました。

会計・監査報告等の後役員改選があり、新会長の

バトンを立場久雄（Ｓ５１年卒・作物）が受け継ぎ、

副会長に高松孝之氏（Ｓ５２年卒・作物）、監事に小

牧孝一氏（Ｓ５４年卒・応動）、事務局に坂本豊房氏

（Ｈ１０年卒・細胞）を選出しました。

会員は現職４８名、OB１６名の計６４名ですが、当日

は３０名の出席があり、ホテルの看板となっている名

物会場（三十三間堂）に収まることが出来ず、急遽

１階レストランの貸し切りとなりました。

久しぶりの出会いに話が弾み、賑やかに焼酎を酌

み交わし、熊本の暑い夜が更けていきました。

立場 久雄（Ｓ５１年卒・作物）

福岡支部
佐賀大学同窓会福岡支部の平成２３年度総会・懇親

会が７月８日、福岡市天神「西鉄イン福岡」１３Fレ

ストラン＆バー・ブロッソで開催された。同福岡支

部は、佐賀大学卒業生なら出身学部を問わず誰でも

参加でき、各学部から選出された役員で運営されて

いる。福岡で勤務する卒業生にとっては、同支部そ

のものが「異業種交流の場」であり、しかも、年配

の卒業生には企業等でも役どころで活躍されておら

れる方も多いために、若い層には人脈作りや情報の

収集・交換の場として、非常に有益な場を提供して

いる。

今回は、約１００名の参加者があった。まず、定刻

よりやや遅れて総会が始まり、主催者挨拶や年度の

事業と会計報告等が堅苦しい雰囲気でなされたあと、

佐賀大学同窓会本部の宮島会長が佐賀大学全学同窓

会の現状と課題、ならびに現在の佐賀大学の情況を

説明した。また、招待参加した各学部の同窓会長等

が紹介された。ここまでは、総会に意識を集中させ

るためかブラインドが下ろされて会議形式で進行さ

れた。しかし、総会が終了し懇親会に移る際に、壁

面全面がガラス窓となった会場のブラインドが一斉

に上げられるや、眼下にネオンで彩られた中州繁華

街の眩い夜景と、博多港の灯り越しに遠く海の中道

や能古の島の灯が瞬きが会場に飛び込んで、雰囲気

は懇親会へと一転した。いかにも、福岡らしい洒落

た演出であった。そのあと盛り上がったことは言う

までもない。福岡支部のご発展と会員各位のご健勝

をお祈りします。

有馬 進（Ｓ５２年卒・農経・Ｓ５４・大学院・修士課程修了）
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佐賀大学農学部と
同窓会との意見交換会
佐賀大学農学部と同窓会との意見交換会が平成２３

年１２月２日、佐賀大学・菱の実会館で開催されまし

た。農学部から藤田学部長、和田副学部長、石丸学

科長、白武学科長が、同窓会から金丸会長、杉町副

会長、有馬副会長、森田佐賀県庁支部長、大坪佐賀

県教職員支部副支部長、山田農業自営者の会会長、

加々良佐賀県支部長、立場熊本県支部副支部長、緒

方理事長、村岡会誌編集委員長が出席しました。

藤田学部長からは昭和２４年から現在に至る６０余年

の佐賀大学農学部の経緯、今後の展開戦略と課題な

どの説明がありました。

これを受けて、農学部と農業高校と連携、勉学・

スポーツ・社会活動などで活躍した学生への同窓会

長表彰、全国からもその成果が注目されている農業

技術経営管理学（MOT）への継続支援、高齢者・

障害者と農業との新たな連携展開への同窓会の支援

など、今後に向けた意義ある意見交換が為されまし

た。

佐佐賀賀県県青青春春寮寮歌歌祭祭

今回で第１９回目となる佐賀県青春寮歌祭が平成２３

年１１月１９日午後１時から、佐賀市交流センター「エ

スプラッツホール」で開催されました。

全国各地の北は北海道大学、南は鹿児島大学、更

に戦前の台湾や朝鮮も含めて約３０校の旧制高校、新

制大学が母校の歩み、最近の活動を述べ、寮歌や校

歌を披露しました。参加者は約３００名、各校の県内

在住者に加え近隣各県、遠くは東京からでした。ま

た舞台で歌い踊る方、会場から声援を送る方、卒業

間もない若者から８０歳を超えた万年青年まで、出で

立ちは各校揃いの法被（はっぴ）や旧制高等学校当

時の角帽・マント・高下駄スタイルなど、多種多様

でした。

佐賀大学は旧制佐賀高等学校と一緒に、多くの卒

業生諸氏に佐賀大学混声合唱団も加わり、学生歌「楠

の葉の…」と不知火寮歌「南に遠く…」を熱唱し、

舞台狭しと踊りを披露しました。

「みんなで歌おう！」や旧制高校の段ではそれぞ

れの出身校を越えて、手を振り、肩を組み、高らか

に歌い上げる８０歳を超えた万年青年の心意気が舞台

の若者や会場の聴衆を魅了しました。また、東京農

業大学の「青山ほとり」では、立派な大根を両手に

「大根おどり」があり、沢山の新鮮な大根が会場で

配布されるなど、それぞれの旧制高校、新制大学の

校歌、応援歌、寮歌には時代と地域の文化があり、

心に残る交流の場でした。

全国各地で開催されてきた「旧制高校寮歌祭」が

高齢化などで相次いで閉会される中、旧制高校・新

制大学が共に集うこの寮歌祭は「佐賀方式」として

全国から注目されています。伝統を継承し、新しい

気風を注ぎ込む、この「佐賀青春寮歌祭」に是非参

加されてはいかがでしょうか。

平成２４年度は、１１月１７日�、今回同様の佐賀市交
流センター「エスプラッツホール」で開催される予

農学部との意見交換会

ありあけ 第９号 佐賀大学農学部同窓会報

09



定です。全体の事務局は、佐賀大学同窓会事務局

（電話０９５２－２３－１２５３、FAX２５－５７００、

メール dosokai@ai.is.saga-u.ac.jp）です。

村岡 実（Ｓ４６年・植物保護、Ｓ５０年卒・農学研究科修士課程）

佐賀の風景

新しい年、２０１２年をお元気でお迎えのことと思い
ます。昨年は３月１１日の東日本大震災、東京電力福
島原子力発電所事故、さらに世界各地の金融不安、
所得格差への抗議デモ、TPP（環太平洋経済協定）
参加対応など、後世に引き継がれると思われる「歴
史の種」が芽生えた年であったとも云えそうです。
このような中で、多くの人が「絆」の大切さ、価

値に目を向け始めました。人が生きるには衣・食・
住に加え、支え合う「絆」もなくてはなりません。
佐賀大学農学部同窓会は、昭和２８年卒業生から今
年度まで、学舎を共にした約６，０００人で構成される
「絆」です。そしてこの同窓会誌「ありあけ」は、
卒業生を縦横に結ぶ「絆」です。年２回、約１０ペー

ジの誌面の制約の中ですが、これを基本として発行
しています。
ただ、同窓会の諸活動は全て同窓生の会費で運営
しており、会費未納者の方はこの主旨を今一度勘案
されて、納入にご協力をお願いいたします。経費切
迫のため、発行を１月、７月とし、未納者の方には
今回を含め３年おきの送付とさせて頂きます。
なお、会報「ありあけ」第９号に寄稿いただいた
方々に、お礼申し上げます。
また、全国各地の同窓生の方々からの近況や地域
の話題などを会誌で紹介していきます。写真、報告、
文芸（俳句、短歌、詩文）、地域活動などお待ちし
ています。次回は、７月１日発行です。
今年が、幸多き日々でありますように祈念します。

編集担当（Ｍ．Ｍ）

コンバイン
による収獲
（平成２３年）

編 集 後 記

稲こづみ
（昭和３０年頃）

唐津くんち
（平成２３年）

鏡山から望む
虹ノ松原
（平成２３年）

みんなで歌おう 東京農大 大根踊り
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